
8

（平成２９年度）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

１０２０̶１

森林組合だより森林組合だより森林組合だより 第 118 号

平成３０年３月３１日

発　行

1月12日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14

16～22

24～28

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：３６ｃｍ上が残った以外完売で９９％の落札率。原木不足の状況の中、量産工場や山形県勢が量をまとめた。

　　　単価は横ばい。

２月：常連に加えて山形県勢も参加し、完売。単価はほぼ横ばいながら、相変わらず引き合いは強い。１６～２２ｃｍ

　　　で１１，０００～１１，５００円／㎥、２４～２８ｃｍで１２，６００円／㎥前後。

３月：１本売りの大径材以外は完売。久々の参加の山形の量産工場もあり、原木不足が顕著となっている。単価は

　　　材質次第ながら横ばいといったところ。
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10, 034 

(3, 026)
10, 894 

(3, 408)
12, 268 

1,021㎥(3,676石)
1,009㎥(3,632石)

99%

830㎥(3,024石)
830㎥(3,024石)

100%

607㎥(2,185石)
601㎥(2,164石)

99%

２月１日　仁賀保地区「スマイル」

２月７日　大内・岩城地区「メープル」

２月２日　由利・矢島・鳥海地区「善隣館」

平成２９年度 地区座談会 開催平成２９年度 地区座談会 開催

２月８日　本荘・東由利地区「湯楽里」

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

森
林
組
合
だ
よ
り

　平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

※ 賦 課 金 納 入 の お 願 い ※

　各種手続きは所定の用紙でご記入・提出をお願いします。用紙は本所・各支所に準備してあり、ご希望の方には

郵送します。（記入後は各自で返送、提出をお願いします。）

●相続届

　相続開始後９０日以内に提出ください。郵便物が、亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や、選挙など

に障害をきたす場合がございます。速やかに手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」がございまし

たら届出をしていただく必要がありますので、お問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が無くなった場合は脱退手続きが必

要となります。今年度（平成３０年３月３１日）脱退は平成３０年１月３１日まで届出をされた方になります。２月以降提出

された方は来年度（平成３１年３月３１日）となりますのでご注意ください。

～ 各種届け出のお願い ～

　賦課金納入時期が過ぎておりますので、未納の方はお早めに納入をお願いします。納付は組合本所・支所及

び下記の金融機関へ納入下さいますようお願いします。

　  【取扱金融機関】

　　　秋田銀行管内各支店・北都銀行管内各支店・羽後信用金庫各支店

　　　山形銀行本荘支店・きらやか銀行本荘支店・秋田しんせい農業協同組合各支店

由利本荘市水林３８１
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平
成
２９
年
度  

地
区
座
談
会

平
成
２９
年
度  

地
区
座
談
会

　
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
８
日
（
木
）
に
か
け
て
、管
内
４
地
区
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
参
事
・
各
課
長
が
今
年
度
の
組
合
経
営
状
況
と
、
各
部

門
の
事
業
進
捗
状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
か
ら
は
幅
広
い
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
全
て
の
質
問
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
、
太
郎
ヶ
台
林
道
に
面
し
た
集
落
の
間
伐
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
の
作
業
道
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
林
道
が
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

Ａ
、
間
伐
を
す
る
事
で
保
水
力
な
ど
山
が
強
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
は
聞
か
な
い
。

Ｑ
、
細
物
、
曲
が
り
材
の
用
途
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
細
物
２
ｍ
材
　
↓
　
合
板

　
　
曲
が
り
材
　
↓
　
ラ
ミ
ナ
（
集
成
材
）

　
　
伐
根
　
↓
　
チ
ッ
プ

Ｑ
、
森
林
環
境
税
は
ど
の
よ
う
な
用
途
に
使

用
さ
れ
る
の
か
。
山
主
へ
の
還
元
は
あ
る

の
か
。

Ａ
、
運
用
は
平
成
３１
年
か
ら
で
、
市
町
村
が

施
業
を
す
る
意
志
の
な
い
所
有
者
か
ら
委

託
を
受
け
、
間
伐
を
実
施
す
る
場
合
な
ど

に
環
境
税
の
対
象
と
な
る
予
定
。
直
接
山

主
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。

Ｑ
、
河
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
施
業
で
き
な
い

仁
賀
保
地
区
﹇
２
月
１
日
・
ス
マ
イ
ル
﹈

仁
賀
保
地
区
﹇
２
月
１
日
・
ス
マ
イ
ル
﹈

国産スギ丸太価格の現状

１．木材価格統計調査について

情 報 コ ー ナ ー

・木材製品や丸太価格の動向については、農林水産省が外部委託により調査した結果を毎月ごと

　に公表し、林野庁のホームページに掲載されています。

２．平成２８年の全国のスギ丸太平均価格について

・１の結果をもとに、平成２８年（１月～１２月）の主な地域のスギ丸太価格の年間平均値を表－１

　に示しました。

※【参考】

・本荘由利森林組合木材流通センターの平成２８年の平均落札価格は、１６～２２ｃｍ（柱目材）は

　8,500円／㎥（2,361円／石）、２４～３４cm（中目材）は、11,300円／㎥（3,139円／石）です
　が、これを表－１の統計値と同じ基準（工場着価格）で比較するには、輸送費や積み降ろし料

　を加算することになります。

　これらの経費は、㎥当たり1,300円～1,800円（石当たり360円～500円）ですので、これを加
　えると、ほぼ秋田の平均値と同じことがわかります。

・表－１から、一般的に東北は、全国平均に比べ低位にありますが、秋田の中丸太（２４～２８ｃｍ

　級）は、全国並みとなっています。

・特に、九州地域は、いずれの径級も高水準にありますが、これは、近年、九州地域では、総合

　的な大型製材工場がいくつも操業し、丸太の引き合いが強まり、相場が底上げされていること

　などが要因と考えられます。

　近年、国産材をめぐる動きは年々活発になっており、全国の年間の木材総需要量のうち、国産材

の占める割合（自給率）は、平成２８年度は、３４．７%まで上昇しました。

　これは、全国各地で大型工場が稼働し、広域で丸太の需要が増大していることや、中国の木材輸

入量が大幅に増加したことなどにより、流通構造が変化したため、外材が日本に入りにくい状況に

なっていることなども要因の一つといわれています。

　これから、何回かにわたって、近年の国産材の動向などについてご紹介したいと思います。今回は、

今年度の連絡員会議でもご質問のあった、国産スギ丸太価格の現状についてご紹介いたします。

表－１

※価格は、製材所の工場着価格、長級は3.65～4.00ｍ込みの加重平均値

※丸太規格は、日本農林規格（JAS)     ※東北平均値は、秋田を除く

単価：円／㎥（（　）内は石当たり）

区分

地域

全　　国

秋　　田

東　　北

九　　州

スギ中丸太 スギ大丸太

１４～２２ｃｍ ２４～２８ｃｍ ３０～３６ｃｍ

12,300（3,417）

10,000（2,778）

11,500（3,194）

12,900（3,583）

12,800（3,556）

13,000（3,611）

11,600（3,222）

13,300（3,694）

13,300（3,694）

11,300（3,139）

13,000（3,611）

13,100（3,639）

　
山
林
も
あ
る
事
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
（
回

答
求
め
ず
）

Ｑ
、
松
く
い
虫
で
昔
植
え
た
松
が
全
滅
し
た
。

植
え
た
い
と
思
い
森
林
組
合
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
苗
木
が
無
い
と
言
わ
れ
た
。

Ａ
、
抵
抗
性
の
松
苗
は
在
庫
が
な
く
、
冬
期

で
あ
っ
た
た
め
植
林
を
す
す
め
な
か
っ
た
。

注
文
を
断
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

Ｑ
、
補
助
事
業
を
知
ら
な
か
っ
た
。
集
落
の

山
も
補
助
金
が
使
え
る
か
見
て
欲
し
い
。

Ａ
、
後
日
、
仁
賀
保
支
所
で
詳
細
を
聞
く
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
付
加

価
値
を
付
け
て
は
ど
う
か
。
（
回
答
求
め

ず
）

Ｑ
、
各
地
区
座
談
会
の
質
疑
も
文
章
配
布
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
、
３
月
末
の
組
合
だ
よ
り
で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
、
仁
賀
保
支
所
は
職
員
対
応
が
大
変
良
い
。

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
組
合
長
始
め
、
役
員
、
担
当
理
事
指
導

の
賜
物
。

Ｑ
、
間
伐
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
利
益
優

先
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
作
業
道
を
作
る
こ
と
で
土
砂
災
害
に

繋
が
っ
た
例
は
あ
る
か
。
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Ｑ
、
集
落
で
植
林
し
た
５０
年
生
の
杉
林
を
、
管
理
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
山
の
手
入
れ
を 

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
、
採
択
要
件
は
資
料
に
あ
る
と
お
り
だ
が
、

支
所
に
相
談
し
、
山
の
状
態
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｑ
、
円
柱
加
工
の
稼
働
期
間
は
１２
月
ま
で
か
。

Ａ
、
１
年
を
通
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

Ｑ
、
共
同
山
の
皆
伐
を
お
願
い
で
き
る
か
。

Ａ
、
今
年
、
山
林
現
況
を
調
査
し
、
立
木
の
売
買
契
約
金
額
を
見
積
も
る
予
定
。

Ｑ
、
大
手
林
業
事
業
体
が
、
由
利
管
内
の
山
林
売
買
の
た
め
営
業
活
動
を
し
て
い
る
が
状
況

は
ど
う
か
。

Ａ
、
由
利
管
内
組
合
員
の
山
林
は
森
林
経
営
計
画
等
で
綿
密
な
施
業
管
理
を
行
え
ば
、
外
の
業

者
が
入
っ
て
も
影
響
は
な
い
。
昨
年
、
県
外
大
手
業
者
か
ら
皆
伐
事
業
の
話
が
あ
っ
た
が
、

由
利
・
矢
島
・
鳥
海
地
区
﹇
２
月
２
日
・
善
隣
館
﹈

由
利
・
矢
島
・
鳥
海
地
区
﹇
２
月
２
日
・
善
隣
館
﹈

Ａ
、
営
利
の
み
考
え
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
適
切
な
経
営
計
画
に
基
づ
き
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
土
砂
災
害
の
例
は
聞
か
な
い
。

Ｑ
、
座
談
会
で
監
査
講
評
は
発
表
し
な
い
の
か
。

Ａ
、
監
査
講
評
は
規
約
に
則
り
適
切
に
行
っ

て
い
る
。
内
容
は
決
算
資
料
に
掲
載
し
て

あ
る
。

Ｑ
、
切
捨
て
の
み
の
間
伐
は
申
請
で
き
る
か
。

Ａ
、
経
営
計
画
を
組
め
ば
出
来
る
。
詳
し
く
は
後
日
支
所
で
聞
く
。

Ｑ
、
青
森
ヒ
バ
を
植
栽
し
た
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
食
べ
ら
れ
困
っ
て
い
る
。
対
策
を
聞
き
た
い
。

Ａ
、
現
在
組
合
で
は
扱
っ
て
い
な
い
が
、
「
忌
避
剤
」
と
い
う
防
除
薬
剤
が
あ
る
。

　
断
っ
て
い
る
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
、
税
収
用
途
は
、
市
町
村
が
行
う
間
伐
や

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
・
木
材
利
用

の
促
進
や
普
及
啓
発
、
県
の
市
町
村
に
対

す
る
支
援
な
ど
が
対
象
と
な
る
予
定
。

Ｑ
、
製
材
工
場
の
歩
留
ま
り
が
４２
％
だ
が
、
残

り
の
５８
％
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
製
品
以
外
は
「
お
が
こ
」
を
畜
産
業
に
、

「
チ
ッ
プ
」
を
紙
の
原
材
料
と
し
て
販
売

し
て
い
る
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ
プ
単
価
は
い
く
ら

か
。

Ａ
、
チ
ッ
プ
単
価
は
１
ｔ
当
た
り
１
万
円
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
計
画
に
対
す
る
進

捗
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ
、
進
捗
率
は
７
月
か
ら
稼
働
し
た
た
め
、
計
画
の
６
〜
７
割
の
実
績
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
に
関
し
て
、
徴
収
方
法
と
使
途
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
徴
収
は
個
人
住
民
税
均
等
割
り
１
０
０
０
円
で
対
象
者
は
全
国
で
６
０
０
０
万
人
。
ま

た
、
各
市
町
村
の
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
、
人
口
の
３
基
準
の
割
合
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
、
配
分
さ
れ
る
予
定
。

Ｑ
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
林
業
振
興
を
行
っ

て
い
く
の
か
お
聞
き
し
た
い
。
事
業
に
対

す
る
嵩
上
げ
が
前
々
か
ら
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
対
し
て
な
の
か
。
ま
た
、

に
か
ほ
市
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

Ａ
、
補
助
金
は
、
全
て
の
事
業
が
対
象
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
。２９
年
度
は
両
市
で
２
８
０

０
万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
に
か
ほ
市
の
方

が
補
助
率
は
高
い
が
、
由
利
本
荘
市
は
面
積

が
多
い
中
、
頑
張
っ
て
予
算
を
つ
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

Ｑ
、１２
月
に
東
由
利
の
採
石
場
が
終
了
し
た
。

組
合
で
も
利
用
し
て
い
た
と
思
う
が
、
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
こ
れ
か
ら
は
鳥
海
砕
石
か
ら
持
っ
て
く

る
こ
と
に
な
る
が
、
管
内
近
く
の
業
者
を

探
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
、
今
後
の
木
材
利
用
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
良
く
聞
く
。
秋
田
県
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
状
況
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
日
本
で
は
岡
山
県
の
会
社
が
一
番
大
き
い
。
秋
田
県
で
は
会
社
が
少
な
く
、
普
及
は
進

ん
で
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
建
築
関
係
な
ど
で
設
計
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が

利
用
促
進
の
要
因
と
な
る
。

Ｑ
、
ペ
レ
ッ
ト
材
の
現
状
を
知
り
た
い
。

Ａ
、
ペ
レ
ッ
ト
材
は
生
産
効
率
が
悪
く
新
規
で
行
う
に
は
大
変
な
事
業
だ
。
管
内
で
は
矢
島

木
材
乾
燥（
株
）が
廃
材
を
使
用
し
て
製
造
し
て
い
る
。

Ｑ
、
林
業
は
他
の
産
業
に
比
べ
事
故
率
が
非
常
に
高
い
。
林
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
現
状
を
知

り
た
い
。

Ａ
、
高
性
能
林
業
機
械
の
中
に
は
無
線
で
操
作
す
る
も
の
も
あ
る
。
木
は
人
が
切
る
が
、
操

作
時
は
木
に
近
づ
か
な
く
て
も
仕
事
が
出
来
る
も
の
が
あ
る
。

第２３回造林コンクール表彰授与式第２３回造林コンクール表彰授与式
　平成３０年２月１６日（金）本荘グランドホテルで第２３回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与式及び

林業講演会を開催しました。今回のコンクールでは収穫間伐の部、保育間伐の部、幼齢の部、枝打の部の４部門

で８名の方が受賞されました。

◆最優秀賞　由利地域振興局長賞

　【収穫間伐の部】

　太田　忠人　（鳥海地区）

◆優秀賞　由利森林管理署長賞

　【収穫間伐の部】

　今野　隆幸　（岩城地区）

　齋藤　喜也　（仁賀保地区）

◆優良賞　秋田県森林組合連合会長賞

　【収穫間伐の部】

　中畑集落総代

　小松　哲夫　（由利地区）

　【保育間伐の部】

　阿部　重助　（東由利地区）

◆入　賞　本荘由利森林組合長賞

　【幼齢林の部】

　熊谷　正博　（由利地区）

　【枝打ちの部】

　今野　甚治郎　（仁賀保地区）

　【収穫間伐の部】

　共有　佐々木　恒　（大内地区）

受賞おめでとうございます

本 荘 由 利 森 林 組 合 だ よ り

今野　隆幸氏 阿部　重助氏

◆審査講評◆
（最優秀賞林分のみ紹介）

　非常に樹高成長が良く、理

想的な林分密度が保たれ、

枯れ枝も殆ど無く、林床も整

備され、美しい林分となって

おりました。

　また、林道と森林作業道の

路網を活用した高性能林業

機械による収穫間伐を行い、

コスト低減が図られ、搬出さ

れた間伐材は、製材用と合板

用に加え、本来林内に放置さ

れる梢端部等までチップ用

材として有効利用されている

事を高く評価しました。

き  
ひ  
ざ
い
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Ｑ
、
所
有
林
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
取
り
、
そ
れ
に
対
す
る
森
林
組
合
の
回
答
を
聞
き
た

い
。

Ａ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
組
合
ま
つ
り
で
実
施
し
、
そ
の
後
、
広
報

に
掲
載
し
て
い
る
。
山
林
に
対
す
る
疑
問
が
あ
っ
た
場
合
、

組
合
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
山
林
に
関
す
る
予
算
は
今
後
も
増
え
る
と
思
う
。
職
員
や

作
業
班
を
増
や
し
、
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
、
現
在
の
２
倍
以
上
生
産
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
役
職

員
一
体
と
な
り
雇
用
も
考
え
た
い
。

Ｑ
、
加
工
部
門
の
収
益
が
１
億
９
千
３
百
万
、
製
材
部
門
の
収

益
が
１
億
５
千
８
百
万
と
あ
る
が
そ
の
差
は
何
か
。

Ａ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
差
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
の
単
価
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
単
価
は
１
ｔ
当
た
り
１
万
円
。

Ｑ
、
山
林
の
手
入
れ
を
頼
ん
だ
が
、
隣
接
者
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
。
今
一
度
集
約
化
を
進
め
て
欲
し
い
。

Ａ
、
地
形
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
周
囲
の
所
有
者
に
声
を
掛
け

な
が
ら
進
め
る
。

大
内
・
岩
城
地
区
﹇
２
月
７
日
・
メ
ー
プ
ル
﹈

大
内
・
岩
城
地
区
﹇
２
月
７
日
・
メ
ー
プ
ル
﹈

Ｑ
、
新
築
住
宅
が
増
え
な
い
状
況
で
木
材
価
格
に
不
安
が
あ
る
。
今
後
の
推
移
は
ど
う
な
る

の
か
。

Ａ
、
現
在
は
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
高
水
準
で
あ
る
が
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。
消
費
増
税

や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
見
通
し
は

難
し
い
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
事
業
を
行
う
こ
と
で
山
林
所
有
者
に
少
し
で
も
還
元
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
、
石
当
た
り
１
０
０
〜
５
０
０
円
ほ
ど
還
元
で
き
る
。
条
件
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
が
、

事
業
費
を
抑
え
、
よ
り
還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

Ｑ
、
小
面
積
山
林
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
集
約
化
を
進
め
て
欲
し
い
。

Ａ
、
搬
出
間
伐
を
行
う
場
合
５
町
歩
必
要
に
な
る
が
、
機
械
の
大
型
化
が
進
み
、
作
業
道
を

通
す
だ
け
で
小
さ
な
山
が
つ
ぶ
れ
か
ね
な
い
。
組
合
で
も
計
画
を
組
み
、
近
隣
住
民
に
声

を
か
け
集
約
化
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
、
新
年
の
挨
拶
で
人
材
育
成
を
掲
げ
て
い

た
。
具
体
的
に
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

Ａ
、
現
在
作
業
班
が
足
り
て
い
な
い
。
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

小
規
模
の
山
林
所
有
者
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。

Ａ
、
市
町
村
が
行
う
間
伐
、
人
材
育
成
や
担

い
手
確
保
な
ど
に
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
市
町
村

の
用
途
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。

本
荘
・
東
由
利
地
区
﹇
２
月
８
日
・
湯
楽
里
﹈

本
荘
・
東
由
利
地
区
﹇
２
月
８
日
・
湯
楽
里
﹈

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
願
う
。

Ａ
、
１
日
３
、
４
回
運
搬
し
、１２
月
ま
で
に
３
３
８
６
ｔ
納
入
し
て
い
る
。
現
在
の
利
益
は

＋
－
０
。
今
後
は
費
用
が
か
か
ら
な
く
な
り
挽
回
す
る
予
定
。

Ｑ
、
補
助
金
は
来
年
も
あ
る
の
か
。

Ａ
、
来
年
も
あ
る
。
支
所
に
相
談
願
う
。

Ｑ
、
昔
、
県
で
土
地
の
買
い
取
り
を
し
て
い
た
が
、
土
地
売
買
の
単
価
表
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
単
価
表
は
森
林
組
合
で
は
保
有
し
て
い
な
い
。

　
県
で
は
現
在
買
上
げ
を
し
て
い
な
い
。
今

後
も
予
定
は
な
い
。

Ｑ
、
個
人
売
買
の
単
価
を
知
り
た
い
。

Ａ
、
取
引
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
大
き
な

差
が
あ
る
。
双
方
話
し
合
い
で
決
め
る
こ

と
に
な
る
。

Ｑ
、（
昨
年
の
質
問
と
応
答
）

　
亡
く
な
っ
た
方
の
所
有
林
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
市
で
評
価
一
覧

の
よ
う
に
詳
細
ま
で
知
ら
せ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
、
税
務
課
で
は
課
税
に
な
ら
な
い
場
所
は

通
知
し
て
い
な
い
。
県
内
で
も
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
、
近
年
、
森
林
組
合
職
員
の
自
己
都
合
退
職
が
多
い
。
人
材
確
保
の
た
め
に
組
合
長
の
手

腕
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
、
自
己
退
職
は
組
合
経
営
の
う
え
で
も
痛
手
と
な
る
。
新
年
度
ま
で
に
賃
金
の
見
直
し
を

行
い
た
い
。

Ｑ
、
い
つ
も
追
い
風
の
話
を
す
る
が
、
組
合
や
業
者
に
対
し
て
の
追
い
風
で
は
な
く
林
家
に

対
し
て
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
最
盛
期
に
比
べ
木
材
価
格
が
落
ち
込
ん
だ
現
在
、
組
合
で

は
ど
の
よ
う
に
林
家
の
不
安
を
和
ら
げ
る
つ
も
り
か
。

Ａ
、
木
材
価
格
は
以
前
よ
り
厳
し
く
な
り
、
多
少
の
曲
が
り
で
も
受
け
入
れ
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
た
。
山
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
組
合
を
利
用
し
木
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
よ
り
良

い
木
を
育
て
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
膨
大
な
蓄
材
積
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

Ａ
、
県
で
は
、
５
ヶ
年
計
画
を
立
て
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

現
在
、
由
利
地
域
で
は
林
業
専
用
道
の
整
備
や
集
約
化
を
図
り
搬
出
材
積
の
増
加
を
狙
っ

て
い
る
。

Ｑ
、
い
つ
も
高
性
能
林
業
機
械
、
追
い
風
の
話
を
す
る
が
、
組
合
長
の
本
音
が
聞
き
た
い
。

Ａ
、２７
年
度
に
、
全
県
組
合
長
会
議
で
実
施
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
林
業
視
察
な
ど
を
通
じ
て
、

生
産
性
の
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
こ
れ
ら
に
向
け
高
性
能
林
業

機
械
な
ど
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
契
約
数
量
は
予
定
通
り
納
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
７
月
か
ら
の
稼
働
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
に
対
し
６
〜
７
割
の
実

績
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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Ｑ
、
所
有
林
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
取
り
、
そ
れ
に
対
す
る
森
林
組
合
の
回
答
を
聞
き
た

い
。

Ａ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
組
合
ま
つ
り
で
実
施
し
、
そ
の
後
、
広
報

に
掲
載
し
て
い
る
。
山
林
に
対
す
る
疑
問
が
あ
っ
た
場
合
、

組
合
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
山
林
に
関
す
る
予
算
は
今
後
も
増
え
る
と
思
う
。
職
員
や

作
業
班
を
増
や
し
、
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
、
現
在
の
２
倍
以
上
生
産
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
役
職

員
一
体
と
な
り
雇
用
も
考
え
た
い
。

Ｑ
、
加
工
部
門
の
収
益
が
１
億
９
千
３
百
万
、
製
材
部
門
の
収

益
が
１
億
５
千
８
百
万
と
あ
る
が
そ
の
差
は
何
か
。

Ａ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
差
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
の
単
価
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
単
価
は
１
ｔ
当
た
り
１
万
円
。

Ｑ
、
山
林
の
手
入
れ
を
頼
ん
だ
が
、
隣
接
者
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
。
今
一
度
集
約
化
を
進
め
て
欲
し
い
。

Ａ
、
地
形
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
周
囲
の
所
有
者
に
声
を
掛
け

な
が
ら
進
め
る
。

大
内
・
岩
城
地
区
﹇
２
月
７
日
・
メ
ー
プ
ル
﹈

大
内
・
岩
城
地
区
﹇
２
月
７
日
・
メ
ー
プ
ル
﹈

Ｑ
、
新
築
住
宅
が
増
え
な
い
状
況
で
木
材
価
格
に
不
安
が
あ
る
。
今
後
の
推
移
は
ど
う
な
る

の
か
。

Ａ
、
現
在
は
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
高
水
準
で
あ
る
が
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。
消
費
増
税

や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
見
通
し
は

難
し
い
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
事
業
を
行
う
こ
と
で
山
林
所
有
者
に
少
し
で
も
還
元
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
、
石
当
た
り
１
０
０
〜
５
０
０
円
ほ
ど
還
元
で
き
る
。
条
件
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
が
、

事
業
費
を
抑
え
、
よ
り
還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

Ｑ
、
小
面
積
山
林
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
集
約
化
を
進
め
て
欲
し
い
。

Ａ
、
搬
出
間
伐
を
行
う
場
合
５
町
歩
必
要
に
な
る
が
、
機
械
の
大
型
化
が
進
み
、
作
業
道
を

通
す
だ
け
で
小
さ
な
山
が
つ
ぶ
れ
か
ね
な
い
。
組
合
で
も
計
画
を
組
み
、
近
隣
住
民
に
声

を
か
け
集
約
化
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
、
新
年
の
挨
拶
で
人
材
育
成
を
掲
げ
て
い

た
。
具
体
的
に
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

Ａ
、
現
在
作
業
班
が
足
り
て
い
な
い
。
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

小
規
模
の
山
林
所
有
者
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。

Ａ
、
市
町
村
が
行
う
間
伐
、
人
材
育
成
や
担

い
手
確
保
な
ど
に
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
市
町
村

の
用
途
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。

本
荘
・
東
由
利
地
区
﹇
２
月
８
日
・
湯
楽
里
﹈

本
荘
・
東
由
利
地
区
﹇
２
月
８
日
・
湯
楽
里
﹈

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
願
う
。

Ａ
、
１
日
３
、
４
回
運
搬
し
、１２
月
ま
で
に
３
３
８
６
ｔ
納
入
し
て
い
る
。
現
在
の
利
益
は

＋
－
０
。
今
後
は
費
用
が
か
か
ら
な
く
な
り
挽
回
す
る
予
定
。

Ｑ
、
補
助
金
は
来
年
も
あ
る
の
か
。

Ａ
、
来
年
も
あ
る
。
支
所
に
相
談
願
う
。

Ｑ
、
昔
、
県
で
土
地
の
買
い
取
り
を
し
て
い
た
が
、
土
地
売
買
の
単
価
表
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
単
価
表
は
森
林
組
合
で
は
保
有
し
て
い
な
い
。

　
県
で
は
現
在
買
上
げ
を
し
て
い
な
い
。
今

後
も
予
定
は
な
い
。

Ｑ
、
個
人
売
買
の
単
価
を
知
り
た
い
。

Ａ
、
取
引
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
大
き
な

差
が
あ
る
。
双
方
話
し
合
い
で
決
め
る
こ

と
に
な
る
。

Ｑ
、（
昨
年
の
質
問
と
応
答
）

　
亡
く
な
っ
た
方
の
所
有
林
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
市
で
評
価
一
覧

の
よ
う
に
詳
細
ま
で
知
ら
せ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
、
税
務
課
で
は
課
税
に
な
ら
な
い
場
所
は

通
知
し
て
い
な
い
。
県
内
で
も
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
、
近
年
、
森
林
組
合
職
員
の
自
己
都
合
退
職
が
多
い
。
人
材
確
保
の
た
め
に
組
合
長
の
手

腕
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
、
自
己
退
職
は
組
合
経
営
の
う
え
で
も
痛
手
と
な
る
。
新
年
度
ま
で
に
賃
金
の
見
直
し
を

行
い
た
い
。

Ｑ
、
い
つ
も
追
い
風
の
話
を
す
る
が
、
組
合
や
業
者
に
対
し
て
の
追
い
風
で
は
な
く
林
家
に

対
し
て
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
最
盛
期
に
比
べ
木
材
価
格
が
落
ち
込
ん
だ
現
在
、
組
合
で

は
ど
の
よ
う
に
林
家
の
不
安
を
和
ら
げ
る
つ
も
り
か
。

Ａ
、
木
材
価
格
は
以
前
よ
り
厳
し
く
な
り
、
多
少
の
曲
が
り
で
も
受
け
入
れ
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
た
。
山
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
組
合
を
利
用
し
木
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
よ
り
良

い
木
を
育
て
て
欲
し
い
。

Ｑ
、
膨
大
な
蓄
材
積
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

Ａ
、
県
で
は
、
５
ヶ
年
計
画
を
立
て
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

現
在
、
由
利
地
域
で
は
林
業
専
用
道
の
整
備
や
集
約
化
を
図
り
搬
出
材
積
の
増
加
を
狙
っ

て
い
る
。

Ｑ
、
い
つ
も
高
性
能
林
業
機
械
、
追
い
風
の
話
を
す
る
が
、
組
合
長
の
本
音
が
聞
き
た
い
。

Ａ
、２７
年
度
に
、
全
県
組
合
長
会
議
で
実
施
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
林
業
視
察
な
ど
を
通
じ
て
、

生
産
性
の
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
こ
れ
ら
に
向
け
高
性
能
林
業

機
械
な
ど
計
画
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
契
約
数
量
は
予
定
通
り
納
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
７
月
か
ら
の
稼
働
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
に
対
し
６
〜
７
割
の
実

績
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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Ｑ
、
集
落
で
植
林
し
た
５０
年
生
の
杉
林
を
、
管
理
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
山
の
手
入
れ
を 

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
、
採
択
要
件
は
資
料
に
あ
る
と
お
り
だ
が
、

支
所
に
相
談
し
、
山
の
状
態
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｑ
、
円
柱
加
工
の
稼
働
期
間
は
１２
月
ま
で
か
。

Ａ
、
１
年
を
通
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

Ｑ
、
共
同
山
の
皆
伐
を
お
願
い
で
き
る
か
。

Ａ
、
今
年
、
山
林
現
況
を
調
査
し
、
立
木
の
売
買
契
約
金
額
を
見
積
も
る
予
定
。

Ｑ
、
大
手
林
業
事
業
体
が
、
由
利
管
内
の
山
林
売
買
の
た
め
営
業
活
動
を
し
て
い
る
が
状
況

は
ど
う
か
。

Ａ
、
由
利
管
内
組
合
員
の
山
林
は
森
林
経
営
計
画
等
で
綿
密
な
施
業
管
理
を
行
え
ば
、
外
の
業

者
が
入
っ
て
も
影
響
は
な
い
。
昨
年
、
県
外
大
手
業
者
か
ら
皆
伐
事
業
の
話
が
あ
っ
た
が
、

由
利
・
矢
島
・
鳥
海
地
区
﹇
２
月
２
日
・
善
隣
館
﹈

由
利
・
矢
島
・
鳥
海
地
区
﹇
２
月
２
日
・
善
隣
館
﹈

Ａ
、
営
利
の
み
考
え
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
適
切
な
経
営
計
画
に
基
づ
き
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
土
砂
災
害
の
例
は
聞
か
な
い
。

Ｑ
、
座
談
会
で
監
査
講
評
は
発
表
し
な
い
の
か
。

Ａ
、
監
査
講
評
は
規
約
に
則
り
適
切
に
行
っ

て
い
る
。
内
容
は
決
算
資
料
に
掲
載
し
て

あ
る
。

Ｑ
、
切
捨
て
の
み
の
間
伐
は
申
請
で
き
る
か
。

Ａ
、
経
営
計
画
を
組
め
ば
出
来
る
。
詳
し
く
は
後
日
支
所
で
聞
く
。

Ｑ
、
青
森
ヒ
バ
を
植
栽
し
た
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
食
べ
ら
れ
困
っ
て
い
る
。
対
策
を
聞
き
た
い
。

Ａ
、
現
在
組
合
で
は
扱
っ
て
い
な
い
が
、
「
忌
避
剤
」
と
い
う
防
除
薬
剤
が
あ
る
。

　
断
っ
て
い
る
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
、
税
収
用
途
は
、
市
町
村
が
行
う
間
伐
や

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
・
木
材
利
用

の
促
進
や
普
及
啓
発
、
県
の
市
町
村
に
対

す
る
支
援
な
ど
が
対
象
と
な
る
予
定
。

Ｑ
、
製
材
工
場
の
歩
留
ま
り
が
４２
％
だ
が
、
残

り
の
５８
％
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
製
品
以
外
は
「
お
が
こ
」
を
畜
産
業
に
、

「
チ
ッ
プ
」
を
紙
の
原
材
料
と
し
て
販
売

し
て
い
る
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ
プ
単
価
は
い
く
ら

か
。

Ａ
、
チ
ッ
プ
単
価
は
１
ｔ
当
た
り
１
万
円
。

Ｑ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
計
画
に
対
す
る
進

捗
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ
、
進
捗
率
は
７
月
か
ら
稼
働
し
た
た
め
、
計
画
の
６
〜
７
割
の
実
績
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
に
関
し
て
、
徴
収
方
法
と
使
途
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
徴
収
は
個
人
住
民
税
均
等
割
り
１
０
０
０
円
で
対
象
者
は
全
国
で
６
０
０
０
万
人
。
ま

た
、
各
市
町
村
の
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
、
人
口
の
３
基
準
の
割
合
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
、
配
分
さ
れ
る
予
定
。

Ｑ
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
林
業
振
興
を
行
っ

て
い
く
の
か
お
聞
き
し
た
い
。
事
業
に
対

す
る
嵩
上
げ
が
前
々
か
ら
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
対
し
て
な
の
か
。
ま
た
、

に
か
ほ
市
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

Ａ
、
補
助
金
は
、
全
て
の
事
業
が
対
象
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
。２９
年
度
は
両
市
で
２
８
０

０
万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
に
か
ほ
市
の
方

が
補
助
率
は
高
い
が
、
由
利
本
荘
市
は
面
積

が
多
い
中
、
頑
張
っ
て
予
算
を
つ
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

Ｑ
、１２
月
に
東
由
利
の
採
石
場
が
終
了
し
た
。

組
合
で
も
利
用
し
て
い
た
と
思
う
が
、
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
こ
れ
か
ら
は
鳥
海
砕
石
か
ら
持
っ
て
く

る
こ
と
に
な
る
が
、
管
内
近
く
の
業
者
を

探
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
、
今
後
の
木
材
利
用
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
良
く
聞
く
。
秋
田
県
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
状
況
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
日
本
で
は
岡
山
県
の
会
社
が
一
番
大
き
い
。
秋
田
県
で
は
会
社
が
少
な
く
、
普
及
は
進

ん
で
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
建
築
関
係
な
ど
で
設
計
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が

利
用
促
進
の
要
因
と
な
る
。

Ｑ
、
ペ
レ
ッ
ト
材
の
現
状
を
知
り
た
い
。

Ａ
、
ペ
レ
ッ
ト
材
は
生
産
効
率
が
悪
く
新
規
で
行
う
に
は
大
変
な
事
業
だ
。
管
内
で
は
矢
島

木
材
乾
燥（
株
）が
廃
材
を
使
用
し
て
製
造
し
て
い
る
。

Ｑ
、
林
業
は
他
の
産
業
に
比
べ
事
故
率
が
非
常
に
高
い
。
林
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
現
状
を
知

り
た
い
。

Ａ
、
高
性
能
林
業
機
械
の
中
に
は
無
線
で
操
作
す
る
も
の
も
あ
る
。
木
は
人
が
切
る
が
、
操

作
時
は
木
に
近
づ
か
な
く
て
も
仕
事
が
出
来
る
も
の
が
あ
る
。

第２３回造林コンクール表彰授与式第２３回造林コンクール表彰授与式
　平成３０年２月１６日（金）本荘グランドホテルで第２３回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与式及び

林業講演会を開催しました。今回のコンクールでは収穫間伐の部、保育間伐の部、幼齢の部、枝打の部の４部門

で８名の方が受賞されました。

◆最優秀賞　由利地域振興局長賞

　【収穫間伐の部】

　太田　忠人　（鳥海地区）

◆優秀賞　由利森林管理署長賞

　【収穫間伐の部】

　今野　隆幸　（岩城地区）

　齋藤　喜也　（仁賀保地区）

◆優良賞　秋田県森林組合連合会長賞

　【収穫間伐の部】

　中畑集落総代

　小松　哲夫　（由利地区）

　【保育間伐の部】

　阿部　重助　（東由利地区）

◆入　賞　本荘由利森林組合長賞

　【幼齢林の部】

　熊谷　正博　（由利地区）

　【枝打ちの部】

　今野　甚治郎　（仁賀保地区）

　【収穫間伐の部】

　共有　佐々木　恒　（大内地区）

受賞おめでとうございます

本 荘 由 利 森 林 組 合 だ よ り

今野　隆幸氏 阿部　重助氏

◆審査講評◆
（最優秀賞林分のみ紹介）

　非常に樹高成長が良く、理

想的な林分密度が保たれ、

枯れ枝も殆ど無く、林床も整

備され、美しい林分となって

おりました。

　また、林道と森林作業道の

路網を活用した高性能林業

機械による収穫間伐を行い、

コスト低減が図られ、搬出さ

れた間伐材は、製材用と合板

用に加え、本来林内に放置さ

れる梢端部等までチップ用

材として有効利用されている

事を高く評価しました。

き  

ひ  

ざ
い
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平
成
２９
年
度  

地
区
座
談
会

平
成
２９
年
度  

地
区
座
談
会

　
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
８
日
（
木
）
に
か
け
て
、管
内
４
地
区
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
参
事
・
各
課
長
が
今
年
度
の
組
合
経
営
状
況
と
、
各
部

門
の
事
業
進
捗
状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
か
ら
は
幅
広
い
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
全
て
の
質
問
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
、
太
郎
ヶ
台
林
道
に
面
し
た
集
落
の
間
伐
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
の
作
業
道
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
林
道
が
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

Ａ
、
間
伐
を
す
る
事
で
保
水
力
な
ど
山
が
強
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
は
聞
か
な
い
。

Ｑ
、
細
物
、
曲
が
り
材
の
用
途
が
知
り
た
い
。

Ａ
、
細
物
２
ｍ
材
　
↓
　
合
板

　
　
曲
が
り
材
　
↓
　
ラ
ミ
ナ
（
集
成
材
）

　
　
伐
根
　
↓
　
チ
ッ
プ

Ｑ
、
森
林
環
境
税
は
ど
の
よ
う
な
用
途
に
使

用
さ
れ
る
の
か
。
山
主
へ
の
還
元
は
あ
る

の
か
。

Ａ
、
運
用
は
平
成
３１
年
か
ら
で
、
市
町
村
が

施
業
を
す
る
意
志
の
な
い
所
有
者
か
ら
委

託
を
受
け
、
間
伐
を
実
施
す
る
場
合
な
ど

に
環
境
税
の
対
象
と
な
る
予
定
。
直
接
山

主
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。

Ｑ
、
河
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
施
業
で
き
な
い

仁
賀
保
地
区
﹇
２
月
１
日
・
ス
マ
イ
ル
﹈

仁
賀
保
地
区
﹇
２
月
１
日
・
ス
マ
イ
ル
﹈

国産スギ丸太価格の現状

１．木材価格統計調査について

情 報 コ ー ナ ー

・木材製品や丸太価格の動向については、農林水産省が外部委託により調査した結果を毎月ごと

　に公表し、林野庁のホームページに掲載されています。

２．平成２８年の全国のスギ丸太平均価格について

・１の結果をもとに、平成２８年（１月～１２月）の主な地域のスギ丸太価格の年間平均値を表－１

　に示しました。

※【参考】

・本荘由利森林組合木材流通センターの平成２８年の平均落札価格は、１６～２２ｃｍ（柱目材）は

　8,500円／㎥（2,361円／石）、２４～３４cm（中目材）は、11,300円／㎥（3,139円／石）です
　が、これを表－１の統計値と同じ基準（工場着価格）で比較するには、輸送費や積み降ろし料

　を加算することになります。

　これらの経費は、㎥当たり1,300円～1,800円（石当たり360円～500円）ですので、これを加
　えると、ほぼ秋田の平均値と同じことがわかります。

・表－１から、一般的に東北は、全国平均に比べ低位にありますが、秋田の中丸太（２４～２８ｃｍ

　級）は、全国並みとなっています。

・特に、九州地域は、いずれの径級も高水準にありますが、これは、近年、九州地域では、総合

　的な大型製材工場がいくつも操業し、丸太の引き合いが強まり、相場が底上げされていること

　などが要因と考えられます。

　近年、国産材をめぐる動きは年々活発になっており、全国の年間の木材総需要量のうち、国産材

の占める割合（自給率）は、平成２８年度は、３４．７%まで上昇しました。

　これは、全国各地で大型工場が稼働し、広域で丸太の需要が増大していることや、中国の木材輸

入量が大幅に増加したことなどにより、流通構造が変化したため、外材が日本に入りにくい状況に

なっていることなども要因の一つといわれています。

　これから、何回かにわたって、近年の国産材の動向などについてご紹介したいと思います。今回は、

今年度の連絡員会議でもご質問のあった、国産スギ丸太価格の現状についてご紹介いたします。

表－１

※価格は、製材所の工場着価格、長級は3.65～4.00ｍ込みの加重平均値

※丸太規格は、日本農林規格（JAS)     ※東北平均値は、秋田を除く

単価：円／㎥（（　）内は石当たり）

区分

地域

全　　国

秋　　田

東　　北

九　　州

スギ中丸太 スギ大丸太

１４～２２ｃｍ ２４～２８ｃｍ ３０～３６ｃｍ

12,300（3,417）

10,000（2,778）

11,500（3,194）

12,900（3,583）

12,800（3,556）

13,000（3,611）

11,600（3,222）

13,300（3,694）

13,300（3,694）

11,300（3,139）

13,000（3,611）

13,100（3,639）

　
山
林
も
あ
る
事
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
（
回

答
求
め
ず
）

Ｑ
、
松
く
い
虫
で
昔
植
え
た
松
が
全
滅
し
た
。

植
え
た
い
と
思
い
森
林
組
合
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
苗
木
が
無
い
と
言
わ
れ
た
。

Ａ
、
抵
抗
性
の
松
苗
は
在
庫
が
な
く
、
冬
期

で
あ
っ
た
た
め
植
林
を
す
す
め
な
か
っ
た
。

注
文
を
断
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

Ｑ
、
補
助
事
業
を
知
ら
な
か
っ
た
。
集
落
の

山
も
補
助
金
が
使
え
る
か
見
て
欲
し
い
。

Ａ
、
後
日
、
仁
賀
保
支
所
で
詳
細
を
聞
く
。

Ｑ
、
チ
ッ
プ
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
付
加

価
値
を
付
け
て
は
ど
う
か
。
（
回
答
求
め

ず
）

Ｑ
、
各
地
区
座
談
会
の
質
疑
も
文
章
配
布
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
、
３
月
末
の
組
合
だ
よ
り
で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
、
仁
賀
保
支
所
は
職
員
対
応
が
大
変
良
い
。

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
組
合
長
始
め
、
役
員
、
担
当
理
事
指
導

の
賜
物
。

Ｑ
、
間
伐
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
利
益
優

先
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
作
業
道
を
作
る
こ
と
で
土
砂
災
害
に

繋
が
っ
た
例
は
あ
る
か
。
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（平成２９年度）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

１０２０̶１

森林組合だより森林組合だより森林組合だより 第 118 号

平成３０年３月３１日

発　行

1月12日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14

16～22

24～28

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：３６ｃｍ上が残った以外完売で９９％の落札率。原木不足の状況の中、量産工場や山形県勢が量をまとめた。

　　　単価は横ばい。

２月：常連に加えて山形県勢も参加し、完売。単価はほぼ横ばいながら、相変わらず引き合いは強い。１６～２２ｃｍ

　　　で１１，０００～１１，５００円／㎥、２４～２８ｃｍで１２，６００円／㎥前後。

３月：１本売りの大径材以外は完売。久々の参加の山形の量産工場もあり、原木不足が顕著となっている。単価は

　　　材質次第ながら横ばいといったところ。

(3, 139)
11, 300 

(3, 538)
12, 736 

(3, 050)
10, 981 

(3, 337)
12, 012 

(3, 073)
11, 063 

(3, 468)
12, 483 

(3, 194)
11, 499 

(3, 515)
12, 653 

(3, 358)
12, 090 

(3, 091)
10, 868 

(3, 061)
11, 018 

(3, 467)
12, 481 

(3, 114)
11, 210 

(3, 499)
12, 598 

(3, 316)
11, 937 

(2, 787)
10, 034 

(3, 026)
10, 894 

(3, 408)
12, 268 

1,021㎥(3,676石)
1,009㎥(3,632石)

99%

830㎥(3,024石)
830㎥(3,024石)

100%

607㎥(2,185石)
601㎥(2,164石)

99%

２月１日　仁賀保地区「スマイル」

２月７日　大内・岩城地区「メープル」

２月２日　由利・矢島・鳥海地区「善隣館」

平成２９年度 地区座談会 開催平成２９年度 地区座談会 開催

２月８日　本荘・東由利地区「湯楽里」

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

森
林
組
合
だ
よ
り

　平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

※ 賦 課 金 納 入 の お 願 い ※

　各種手続きは所定の用紙でご記入・提出をお願いします。用紙は本所・各支所に準備してあり、ご希望の方には

郵送します。（記入後は各自で返送、提出をお願いします。）

●相続届

　相続開始後９０日以内に提出ください。郵便物が、亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や、選挙など

に障害をきたす場合がございます。速やかに手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」がございまし

たら届出をしていただく必要がありますので、お問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が無くなった場合は脱退手続きが必

要となります。今年度（平成３０年３月３１日）脱退は平成３０年１月３１日まで届出をされた方になります。２月以降提出

された方は来年度（平成３１年３月３１日）となりますのでご注意ください。

～ 各種届け出のお願い ～

　賦課金納入時期が過ぎておりますので、未納の方はお早めに納入をお願いします。納付は組合本所・支所及

び下記の金融機関へ納入下さいますようお願いします。

　  【取扱金融機関】

　　　秋田銀行管内各支店・北都銀行管内各支店・羽後信用金庫各支店

　　　山形銀行本荘支店・きらやか銀行本荘支店・秋田しんせい農業協同組合各支店

由利本荘市水林３８１
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